
神宮前六丁目地区都市計画原案 意見交換会

渋谷区まちづくり課

平成28年2月23日



本日の意見交換会の内容

Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ

Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について

Ⅲ 都市計画の原案について

Ⅳ 今後の予定

Ⅴ 意見交換
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Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ



Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ
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都市計画法／渋谷区まちづくり条例に基づく都市計画手続きの流れ
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本日（2/23）
渋谷区まちづくり条例第37条第3項
に基づく開催



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について①
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ご意見

区の対応

地域の意見を反映させて、例えば、
地区計画の方針に、住民への配慮に関することを加えてほしい。

地区計画の方針を一部修正しました。



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について①
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地区計画の目標を実現するため、神宮前五・六丁目地区にふさわしくない土地利用を規制し、住宅と商
業、文化等が調和した適正な土地利用を図る。区域を４地区に区分し、各々の地区の特性に応じた土地
利用の方針を定める。

Ａ地区－地区特性に応じた良好な土地利用を誘導し、商業・業務施設と調和した良好な
都市型住宅地の形成を図る。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
土地の合理的かつ健全な高度利用を図るとともに、
良好な住環境との調和に配慮した、適正な土地利用を図る。

Ｂ地区－明治通り沿道は、ファッショナブルでシンボル性の高い良好な商業地としての
土地利用を図る。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
街区の統合による土地の合理的かつ健全な高度利用を図るとともに、
良好な住環境との調和に配慮した、にぎわい創出の拠点となる
商業を中心とした土地利用を図る。
また、緑化の推進、隣接地区との回遊性にも配慮し、落ち着いたまちなみの誘導を図る。

（以下略）

神宮前五・六丁目地区 地区計画（土地利用の方針）

土地利用の方針

加筆箇所



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について②
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ご意見

区の回答

地区計画は、必要があればその都度変更するのか。
それとも、一度変更したら当分は変更できないのか。

変更できないということはありません。
必要があり、地域の理解があれば変更は可能です。



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について③
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ご意見

区の回答

区道622-623号は大変狭く、歩行者が車に遠慮している状態。
無電柱化などにより、改善が必要。

地域のご意見として、道路管理者や東京電力に伝えていきます。
準備組合にも、改善に向けた協力を求めていきます。



交通については多くのご意見が寄せられたため、
次ページ以降で詳しく説明いたします。

再開発ビルを訪れる来街者の車が、明治通りからの進入ではなく
区道622号に迂回したり、出庫する車が区道622号方面に
流れることがあるのではないか。

明治通りと区道623号の交差点は歩行者が多く、
車で通行する場合危険である。

Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について④
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ご意見

区の回答



平日：約300台/日
休日：約210台/日

平日：約200台/日
休日：約150台/日

平日：約100台/日
休日：約60台/日

地域にお住まいの方 の自動車動線

【再開発事業による改善】
街区一体化により、
交差点信号待ちの多数の来街者と
地域交通の危険な交錯を解消します

【現状】

交差点の歩行者滞留に自動車が進入し、
非常に危険

622への
車侵入写真
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来街者 の自動車動線

再開発建物の駐車場出入口は、 荷捌き車、一般車ともに
区道623号側に設置します

駐車場への出入りは、明治通りからのイン/アウトに制限します

入出庫車両動線の想定（広域）

入庫動線

出庫動線

※地域交通への影響が最小限となるよう、警察からの指導および大店立地法を順守します。

入出庫車両動線の想定（拡大）

入庫動線

出庫動線
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駐車場出入口を区道623号側に設けることを考慮し、区道623号を拡幅整備します
※区道623号（の明治通り側）の交通量は増えることが想定されますが、
区道623号の拡幅及び建物壁面を1m後退することで、区道623号を通行する歩行者へ配慮します
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地下鉄
出入口

拡幅後6.0m現況5.4m

明治通り

駐車場
出入口

入庫動線

出庫動線

明治通り⇔区道623号の拡大図

：現況の換気施設位置

：現況の道路境界線

：再開発後の道路境界線
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約5.4m

区道623号／現況の幅員 5.4m

換気施設（※黒色の施設）により、
明治通りの歩行者や自転車の様子が
見えにくい。

区道623号（現況）民有地
（開発区域）

明治通り⇔区道623号の拡大図（現況）

：現況の換気施設位置

明治通り側から
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約1m

区道623号／道路幅員：6m

区道623号の道路拡幅に加え、
建物の壁面位置を後退することにより、
交差部の見通しを確保します。

開発建物側 壁面位置の後退：1ｍ

※イメージ共有の為、壁面の位置を示したものです。
具体の設え等については今後精査していきます。

：現況の換気施設位置
約6m

区道623号民有地
（開発区域）

明治通り⇔区道623号の拡大図（計画）
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※イメージ共有の為、壁面の位置を示したものです。

具体の設え等については今後精査していきます。
：現況の換気施設位置

明治通り⇔区道623号の拡大図（現況と計画の比較）

約1m 約6m

区道623号（計画）

約5.4m
区道623号（現況）



【現状】
区道623号/630号は幅員が狭い上に、
歩道がなく、歩車分離できていない

地下鉄
出入口4

幅員が狭く歩車分離できていない

区道623号 区道630号

地下鉄
出入口4

南西側にお住まいの方は
地下鉄出入口へのアクセス性が
向上します

地域にお住まいの方 の歩行者動線
【再開発事業による改善】

歩行者専用の貫通通路整備により、

→歩車分離を実現。歩行者の安全性向上

→地下鉄出入口へのアクセス性向上（下図/矢印 ）

建物の壁面後退（1m）
により歩行空間を拡充
※明治通り、区道623号は
道路拡幅も行われます

幅員4ｍのゆとりある歩行者専用通路の整備により、
歩車分離を実現
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来街者の歩行者動線

地下鉄
出入口7

地下鉄
出入口4

←JR原宿駅 来街者（歩行者）は、主に

東京メトロ明治神宮前駅、JR原宿駅を利用するため、

表参道／明治通り から再開発建物へアクセスします（矢印 ）

原宿駅から渋谷方面へ通り抜けていく来街者は、

敷地内通路を利用した方が近くなるため、

区道622号を通る来街者は少なくなることが想定されます（矢印 ）
原宿駅…渋谷へ
抜ける来街者

再開発建物への
来街者
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地域にお住まいの方 来街者

自
動
車

歩
行
者

再開発後の動線（まとめ）
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Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について⑤
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ご意見

区の回答

歩行者専用通路ではなく、
自動車も通行できる道路を整備してほしい。

表参道側には地下鉄出入口があり、自動車が進入できる場合、
表参道側にも歩車交錯箇所ができることになります。
安全確保のため、歩行者専用の通路が適していると考えます。



区の回答

区道622号と623号の交差部は段差などがあり非常に曲がりにくい。
住民として土地所有者に段差の解消などを求める際、
区として協力してもらえるか。

区としても状況は理解しております。
継続課題として検討を進めたいと思います。

ご意見カードによるご意見



区の回答

表参道地区／神宮前五・六丁目地区の地区計画について、

表参道全体での歩行者等の安全確保のため、

老朽化マンション等の更新等による防災性の向上や、

バリアフリーの確保などを目標／方針に加えるべきである。

今回は、市街地再開発事業の実施予定がある区域についての
都市計画であるため、今後のまちづくりの課題として、
ご意見として承りたいと思います。
老朽化マンションの更新は重要な課題であると認識しており、
必要に応じて地区計画等の見直しも行っていきます。

ご意見カードによるご意見



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について⑥
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その他のご意見について（ご意見カードによるものを含みます）

ご意見 回答

神宮前交差点をスクランブル交差点にする
べきだ。

今後、地域の意見が集約されれば、実現も
考えられると思われます。

裏通りは一方通行にした方がよい。 今後、地域の意見が集約されれば、実現も
考えられると思われます。

再開発ビルの駐車場の出入り口を
明治通り又は表参道側に設けた方がよい。

神宮前交差点の至近であること、地下鉄出
入口があること等の理由によりできません。

地域全体の商店の搬出入時間の制限が必
要ではないか。

本再開発については、搬出入が周辺に悪
影響を及ぼさないよう指導します。

再開発ビルの60m高さによって生じる日影
はどうなるのか。

今後、建築計画が進展する中で説明がされ
ます。



Ⅱ 素案意見交換会でいただいた意見について⑦
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ご意見 回答

地下鉄出入口を移動させれば
中央分離帯が不要となるのではないか。

地下鉄出入口の移動は、地下構造などの
関係上、難しいです。

明治通りから区道623号に右折する箇所だ
け中央分離帯を外すことはできないか。

ご意見については、東京都に伝えていきま
す。

将来的に駐輪場はどのように整備するのか。現行以上の台数を確保できるよう、条例等
に基づいて指導していきます。

工事期間中の駐輪場はどのように確保する
のか。

検討課題として、準備組合と継続的に検討
を進めたいと思います。

その他のご意見について（ご意見カードによるものを含みます）



Ⅲ 都市計画の原案について



Ⅲ 都市計画の原案について
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（1）第一種市街地再開発事業

（2）高度利用地区（変更）

（3）高度地区（変更）

（4）防火地域及び準防火地域（変更）

（5）地区計画（変更）…表参道／神宮前五・六丁目

神宮前六丁目地区再開発に関係して定める都市計画



Ⅲ-（1）市街地再開発事業の原案



Ⅲ-（1）市街地再開発事業の原案（計画書）
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第一種市街地再開発事業の都市計画（計画書）

名 称 神宮前六丁目地区第一種市街地再開発事業

施行区域面積 約0.3 ha

公共施設の
配置及び規模

道路

種 別 名 称 規 模 備 考

区画道路 特別区道第623号線 幅員6～8.4ｍ、延長約60ｍ 既設

(一部拡幅、付け替え)

建築物の整備

建築面積
延べ面積

(容積対象面積) 主要用途 建築物の高さの限度 備 考

約2,350㎡
約22,100㎡
(約15,400㎡)

店舗等、公共公益施設

鉄道用変電施設

駐車場

高層部 60ｍ
中層部 45ｍ
低層部 30ｍ

GLは、 T.P.＋ 23.5m
とする。

建築敷地の整備

建築敷地面積 整備計画

約3,070㎡
放射街路第23号線と特別区道第623号線をつなぐ幅員4ｍの敷地内通路を整備する。
敷地内通路は、歩行者の快適性及び利便性を確保するとともに、緑化などによる
都市環境の向上を図る。

参考 地区計画区域内及び高度利用地区内にあり。

「施行区域、公共施設及び街区の配置、建築物の高さの限度は、計画図表示のとおり。」
理由：土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、第一種市街地再開発事業を決定する。 28



Ⅲ-（1）市街地再開発事業の原案（計画図1）
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Ⅲ-（1）市街地再開発事業の原案（計画図2）
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Ⅲ-（1）市街地再開発事業の原案（計画図3）

3131



Ⅲ-（2） 高度利用地区の原案



Ⅲ-（2）高度利用地区の原案（計画図1）

3333



Ⅲ-（2）高度利用地区の原案（計画図2）
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Ⅲ-（2）高度利用地区の原案（概要1）
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高度利用地区の都市計画

項 目 Aゾーン Bゾーン

面 積 約0.5ha 約0.1ha

容積率の最高限度 55/10 35/10

容積率の最低限度 15/10 10/10

建ぺい率の最高限度 7/10 5/10

建築面積の最低限度 200㎡ 200㎡

壁面の位置の制限 1m 1m
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Ⅲ-（2）高度利用地区の原案（概要2）

【変更箇所】 渋谷区神宮前六丁目地内

【変 更 前 】 指定なし

【変 更 後 】 高度利用地区（神宮前六丁目地区）

【面 積】 約0.6ha

【備 考】 （既決定地区）

代官山地区

神宮前四丁目地区

笹塚駅南口地区

千駄ヶ谷五丁目北地区

高度利用地区の都市計画（概要）
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Ⅲ-（3） 高度地区の原案



Ⅲ-（3）高度地区の原案（計画図）
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Ⅲ-（3）高度地区の原案（概要）

高度地区とは（都市計画法）

建築物の高さの最高限度／最低限度を定める地区

番号 変更箇所 変更前 変更後 面積

1 神宮前六丁目地内 30m第三種高度地区 指定なし 約0.1ha

2 神宮前六丁目地内 30m高度地区 指定なし 約0.3ha

3 神宮前六丁目地内 60m高度地区 指定なし 約0.1ha

変更概要
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Ⅲ-（4） 防火地域/準防火地域の原案



Ⅲ-（4）防火地域/準防火地域の原案（計画図）

4141



Ⅲ-（4） 防火地域/準防火地域の原案（概要）

防火地域／準防火地域とは（都市計画法）

市街地における火災による危険を防ぐために定める地区

番号 変更箇所 変更前 変更後 面積

1 神宮前六丁目地内 準防火地域 防火地域 約0.1ha

変更概要
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Ⅲ-（5） 表参道地区 地区計画の原案



Ⅲ-（5）表参道地区 地区計画の原案（区域）
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現在定められている地区計画の区域

位置図 区域図（拡大）

計画地

JR原宿駅

東京メトロ
表参道駅

明治神宮

代々木体育館

代々木公園

表参道ヒルズ
●

ラフォーレ原宿
●

●東急プラザ
表参道原宿

東郷神社

N

A

B

C

D

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画

表 参 道

明
治
通
り

A B

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画



Ⅲ-（5）表参道地区 地区計画の原案（目標/方針）

45

１ 表参道沿道にふさわしくない土地利用を規制し、商業拠点としての発展と
住環境との調和を図る。

２ 建築物の低層階は、店舗や飲食店など集客施設を目的とする用途を導入し、
さらに魅力ある商業空間の形成を図る。

３ 隣接する神宮前五・六丁目地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
街区統合により交差点形状を改善して歩行者の安全確保を図るとともに、
敷地の共同化による土地の合理的かつ健全な高度利用を図る。

表参道地区 地区計画

1 表参道の欅並木と相俟って日本を代表する商業地として発展してきた表参道沿道の

良好な景観と都市環境の維持増進を図り、さらに魅力あるまちなみにすることを目標とす
る

を形成する。

2 隣接する神宮前五・六丁目地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
街区統合や老朽化した小規模建築物等の共同化により都市機能の更新を行い、
防災性の向上及び歩行者の安全確保並びに魅力ある空間形成を図る。

地区計画の目標

土地利用の方針



Ⅲ-（6）神宮前五・六丁目地区地区計画の原案



Ⅲ-（6）神宮前五・六丁目地区 地区計画の原案（区域）
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現在定められている地区計画の区域

位置図 区域図（拡大）

計画地

JR原宿駅

東京メトロ
表参道駅

明治神宮

代々木体育館

代々木公園

表参道ヒルズ
●

ラフォーレ原宿
●

●東急プラザ
表参道原宿

東郷神社

N

A

B

C

D

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画

表 参 道

明
治
通
り

A B

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画
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神宮前五・六丁目地区 地区計画（目標）

当地区は、住・商が共存する、緑豊かな落ち着いた魅力あるまちを形づくる地区である。

これまで進めてきた「快適な都市型居住空間の創出」、「ファッショナブルな生活文化の創

造」を発展させ、安全・安心で、人が住み良い、住み続けられるまちをつくっていくとともに、

商業との共存を図り、個性的で、魅力的な美しいまちなみを形成する。ことを目標とする。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、都市機能の

更新により防災性の向上を図るとともに、周辺の都市環境と調和した魅力的なまちな

みを形成する。

地区計画の目標
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地区計画の目標を実現するため、神宮前五・六丁目地区にふさわしくない土地利用を規制し、住宅と商
業、文化等が調和した適正な土地利用を図る。区域を４地区に区分し、各々の地区の特性に応じた土地
利用の方針を定める。

Ａ地区－地区特性に応じた良好な土地利用を誘導し、商業・業務施設と調和した良好な
都市型住宅地の形成を図る。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
土地の合理的かつ健全な高度利用を図るとともに、良好な住環境との調和に配慮した、
適正な土地利用を図る。

Ｂ地区－明治通り沿道は、ファッショナブルでシンボル性の高い良好な商業地としての
土地利用を図る。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
街区の統合による土地の合理的かつ健全な高度利用を図るとともに、
良好な住環境との調和に配慮した、にぎわい創出の拠点となる
商業を中心とした土地利用を図る。
また、緑化の推進、隣接地区との回遊性にも配慮し、落ち着いたまちなみの誘導を図る。

（以下略）

神宮前五・六丁目地区 地区計画（土地利用の方針）

土地利用の方針
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※今後変更されることがあります

27年 28年

1月 2月 3月 4月 6月5月
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案
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原
案
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会

案
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成
・
公
告
・
縦
覧

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定原案公告

意見募集
案公告
意見募集

本日（2/23）
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